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【ビジネスアイデアの概要】

<応募ビジネスアイデアで対象とする課題及び考案の経緯>

沖縄では年間34,000トン以上の赤土が流出し、サンゴの死滅や海水の濁りなど水環境に
深刻な影響を及ぼしています。赤土問題は視覚化しにくく、住民や観光客の意識に届き
にくい課題です。そこで、赤土を顔料化し、アートインクとして再活用することで、水
環境問題を“色”を通じて社会に伝える、視覚的かつ感情的なアプローチを提案します。

<課題解決するための現段階でのアイデア>

AKA Projectは、沖縄の赤土を乾燥・精製し、自然由来の顔料インクとして商品化するアップ
サイクル型のアイデアです。教育現場や観光施設での体験型ワークショップに活用することで、
水環境課題を“体感”を通じて伝える新しいコミュニケーションメディアを目指します。アート
インクの販売や教材展開による収益の一部を、赤土流出防止やサンゴ礁保全団体への寄付に充
て、地域循環型の支援スキームを形成します。アーティスト、学校、CSR志向企業など多層的
なターゲットに対応でき、他地域展開の可能性も視野に入れています。赤土という“水を濁す
存在”を、“水を守る色”へと転換することにより、水と地域のつながりを再発見し、持続可能
な未来を描くプロジェクトです。
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